
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もう１冊 

 

 

 

 

 

 

利用時間 ９：００～２１：００ 

貸出期間 ２週間（貸し出し無料） 

図書・雑誌・紙芝居   １回につき３点まで 

ＤＶＤ等（視聴覚資料） １回につき１点まで 

あいホール図書コーナーでは、運転免許証などの

身分証明書をお持ちいただければ、 

その場で利用登録ができます。 

あいホール休館日は、ご利用できません。 

あいホール図書利用案内 

女性の就業率は増え続け、Ｍ字カーブ（結婚・出産期に当たる年代に一旦低下し，育児が落ち着いた時期に再

び上昇すること）と言われる現象も解消しつつあります。しかしながら、その労働環境は、非正規雇用が多

く、さらに、賃金格差、キャリアの中断、キャリアアップの機会の不均等など多くの課題に直面しています。

今回は女性の労働に関する課題についてさまざまな視点から記した本をご紹介します。 

『働きたいのに働けない私たち』 
チェ・ソンウン 著 

小山内園子 訳  

世界思想社 2025 年 

『労働系女子マンガ論！』 
トミヤマユキコ 著  

タバブックス 2023 年 

 『〈共働き・共育て〉世代の本音 新しいキャリア観が社会を変える』 
本道敦子,山谷真名,和田みゆき著 光文社 2024 年 

『なぜ男女の賃金に格差がある

のか 女性の生き方の経済学』 
クラウディア・ゴールディン 著  

鹿田昌美 訳  

慶應義塾大学出版会 2023 年 

大卒女性の「キャリアと家庭」の

関係を 5 世代に渡って記してい

ます。男女の賃金格差は、無償ケ

ア労働によって生まれるキャリ

ア格差が影響していることを、

データと個人のライフストーリ

ーとの組み合わせによって考察

しています。著者は 2023 年ノー

ベル経済学賞を受賞。 

韓国の労働環境から女性が疎外さ

れる理由を、「女性の働きにくさ」

の研究者が当事者の視点を交えて

記しています。性別の違いで、公

平で公正な機会が得られない、賃

金が低い、無償ケア労働から自由

になれないという働く女性の現状

は日本も同じです。タイトルの意

味を繰り返し問いながら読みたい

本です。 

女子と労働を視点に、労働をテ

ーマにしたマンガやそうでない

マンガからも女性と労働のスト

ーリーを掬い上げて、背景とな

っている現実を鋭く分析してい

ます。知っているマンガの視点

が変わり、紹介されているマン

ガを読むきっかけにもなる 1 冊

です。 
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あいホール 浜松市男女共同参画・文化芸術活動推進センター 

〒433-8123 浜松市中央区幸 3 丁目 3 番 1 号 

TEL：053（412）0351 FAX：053（412）0377 

Mail：info@ai-hall.com    URL：https://www.ai-hall.com 

浜松駅バスターミナル 1３番乗り場 50 番  

市役所山の手医大行き「あいホール」下車徒歩 1 分 

※有料駐車場有（100 円） 

ほ
ぼ
毎
月
更
新
！ 

新
着
図
書
は 

こ
ち
ら
か
ら 

『地方で拓く女性のキャリア 中小企業のリー

ダーに学ぶ』野村浩子 著 光文社  2025 年 

『妊娠したら、さようなら 女性差別大国ニッ

ポンで苦しむ技能実習生たち』  
吉水慈豊 著  集英社  2024 年 

『KINZAI バリュー叢書 L  
女性と定年』 
小島明子 著 金融財政事情研究会 

2023 年 

『私たちに名刺がないだけで仕事してこなか

ったわけじゃない   
韓国、女性たちの労働生活史』 

京郷新聞ジェンダー企画班 著 

すんみ, 尹怡景 訳  

大和書房 2025 年 

『わたし、定時で帰り

ます。2―打倒！パワ

ハラ企業編』 
 朱野帰子 著 

新潮文庫刊 2021 年 

利用者の 

読後感想 

 

『中学生が綴る労働とＤＶ 
語る・聴く・交流が生み出す

エンパワーメント』 
久木田絹代 著  

労働教育センター  

2024 年 

暮らしを綴る教育実践において、生徒が自分の家庭

を取材して綴った文章の労働に焦点をあてていま

す。賃金や法律、海外の状況などの追加調査を展開

させ、労働から見えるジェンダーの課題を生徒と一

緒に見つけています。 

アンペイドワーク（無償労働）を中学生がどのよう

にとらえているかが興味深いです。 

 

男女雇用機会均等法から約 40 年、

その時総合職として採用された女

性が定年を考え始める時期がきて

います。定年後のお金、再就職、終

活などについての具体的な情報や

考え方が記されています。最終章に

は定年後も続く「キャリア」につい

ての著者からのメッセージも。 


